
2025年

時 期 1年A巡 単元 学科 教科名

2025.4.1

総時限 11時限 添田
必要時限 11時限 後藤
　指導教員の実務経験 該当 非該当

①授業ノートから出題、問題文のひらがなに適する漢字を語群から選び記入させる。

授業計画国際⾃動⾞整備科

教科担当

発⾏⽇教科書等
持参品

科 目 ⾃動⾞⼯学

学科̲エンジンA

　授業ノート

⾃動⾞整備⼠として、実務経験がある教員によりガソリンエンジンの構成、構造について指導する。

①⽇本語によるガソリンエンジンの構成、構造についての説明を理解する。
　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習
①⽇本語トレーニングの適宜実施

　

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

②授業ノートから出題、穴埋め問題を語群から選び記入させる。

①2年次からのガソリンエンジンで使⽤する教科書の内容が読めて、理解できるようになる。

  　　60点以上で合格
1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。

2）出題試験項目



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

国際⾃動⾞整備科 2025年 授業計画

1年A巡 学科 学科̲エンジンA

エンジン作動 2（燃焼⾏程、排気⾏程）

エンジン本体 1（シリンダ・ヘッド）

5

6

7

8

9
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エンジン本体 2（シリンダ・ブロック）

エンジン本体 3（ピストン、ピストン・リング）

エンジン本体 4（コンロッド）

エンジン本体 5（クランク・シャフト）

期末試験

4 エンジン作動 1（吸入⾏程、圧縮⾏程）

導入、エンジンの原理

エンジン種類と分類 1

エンジン種類と分類 2

1

2

3



2025年

時 期 １年B巡 単元 学科 教科名

2025.4.1

総時限 8時限 添田
必要時限 8時限 後藤
　指導教員の実務経験 該当 非該当
⾃動⾞整備⼠として、実務経験がある教員によりガソリンエンジンの構成、構造について指導する。

①⽇本語によるガソリンエンジンの構成、構造についての説明を理解する。

授業計画国際⾃動⾞整備科

教科担当

発⾏⽇教科書等
持参品

科 目 ⾃動⾞⼯学

学科̲エンジンB

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

②授業ノートから出題、穴埋め問題を語群から選び記入させる。

①2年次からのガソリンエンジンで使⽤する教科書の内容が読めて、理解できるようになる。

2）出題試験項目
1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。  　　60点以上で合格。

①授業ノートから出題、問題文のひらがなに適する漢字を語群から選び記入させる。

　準備学習

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

　授業ノート
1 潤滑装置 1　概要

潤滑装置 2　オイルの潤滑経路

潤滑装置 3　オイル・ポンプ

潤滑装置 4　リリーフ・バルブ、オイル・フィルタ

潤滑装置 5　オイル・フィルタ

潤滑装置 6　オイル・クーラ

潤滑装置まとめ

期末試験

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容
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国際⾃動⾞整備科 2025年 授業計画

１年B巡 学科 学科̲エンジンB

　



2025年

時 期 １年Ｃ巡 単元 学科 教科名

2025.4.1

総時限 10時限 添田
必要時限 10時限 後藤
　指導教員の実務経験 該当 非該当

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習
①日本語Ｗｅｂトレーニングの適宜実施

②日本語による説明にて内容を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

②授業ノートから出題、穴埋め問題を語群から選び記入させる。

①2年次からのガソリンエンジンで使⽤する教科書の内容が読めて、理解できるようになる。

2）出題試験項目
1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。  　　60点以上で合格。

①授業ノートから出題、問題文のひらがなに適する漢字を語群から選び記入させる。

⾃動⾞整備⼠として、実務経験がある教員によりガソリンエンジンの構成、構造について指導する。

①ガソリンエンジンの冷却装置ついての説明を理解する。

授業計画国際⾃動⾞整備科

教科担当

発⾏日教科書等
持参品

科 目 ⾃動⾞⼯学

学科̲エンジンＣ

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

国際⾃動⾞整備科 2025年 授業計画

１年Ｃ巡 学科 学科̲エンジンＣ

冷却装置 1　冷却経路、ウォータ・ジャケット

冷却装置 2　ラジエータ・キャップ

冷却装置 3　冷却⽔

冷却装置 4　ウォータ・ポンプ

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

1 ガソリンエンジン　冷却装置概要
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6 冷却装置 5　ラジエータ

冷却装置 6　サーモスタット

冷却装置 7　ファン、不凍液

冷却装置まとめ

期末試験10

　



2025年

時 期 １年D巡 単元 学科 教科名

2025.4.1

総時限 9時限 添田
必要時限 9時限 後藤
　指導教員の実務経験 該当 非該当

　授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　準備学習

②⽇本語による説明にて内容を理解する。

　学習評価（期末試験での主な試験項目）

②授業ノートから出題、穴埋め問題を語群から選び記入させる。

①2年次からのガソリンエンジンで使⽤する教科書の内容が読めて、理解できるようになる。

2）出題試験項目
1）履修試験での学習評価　　筆記試験　100点にて評価する。  　　60点以上で合格。

①授業ノートから出題、問題文のひらがなに適する漢字を語群から選び記入させる。

⾃動⾞整備⼠として、実務経験がある教員によりガソリンエンジンの構成、構造について指導する。

①吸排気装置の構造、作動を理解する。

授業計画国際⾃動⾞整備科

教科担当

発⾏⽇教科書等
持参品

科 目 ⾃動⾞⼯学

学科̲エンジンD

　授業ノート

　教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

　教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量

　授業ノート

　

国際⾃動⾞整備科 2025年 授業計画

１年D巡 学科 学科̲エンジンD

 　授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容
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1 導入、吸排気装置の概要

吸気装置 1　エア・クリーナ、スロットル・ボデー①

吸気装置 2　スロットル・ボデー②、インテーク・マニホールド

吸気装置 3　EGR装置

排気装置 1  エキゾースト・マニホールド、マフラ

排気装置 2　触媒コンバータ

過給機 3　ターボ・チャージャ

過給機 4　スーパー・チャージャ、インタ・クーラ

期末試験


